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など、形成期の実態が明らかにされる。第 2 章では、経営危機に陥った東京電気が GE との提携で
優位にたったこと、しかし中小企業の成長も続いたことなど、日露戦後の実態が明らかにされる。
第 3 章では、電球の技術革新として画期的であったタングステン電球の普及過程が明らかにされる。
結局、既存の販売システムは維持され、その革新効果の多くは電灯会社に帰属したのであった。第
4 章は、第一次大戦期に海外進出や部品の国産化が進んだことが明らかにされる。中小企業の新た
な成長が見られたのであった。本論文の結論をなす第 5 章は、以上の発展過程をまとめ、産業発展
の問題として、技術革新の進展に限界があったことや粗製濫造問題が発生したことを指摘している O
分析では、各章の問で重複が多いこと、各企業の経営分析が十分ではないこと、第一次大戦期の
分析が生産実態や国内市場での企業間競争の展開などを含めた産業全体を対象としていないこと、
東京電気製品の国内と輸出市場での品質評価の違いについての説明が十分ではないこと、などの問
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題点があるが、広範に資料を収集するなど実証は轍密である。これまで見過ごされてきた重要な課
題に本格的に取り組んだという意義に加え、電灯会社による電球供給という市場のあり方の指摘と
それとメーカーとの関係の分析、東京電気と中小企業の関係の分析、そのシステムのもとでの画期
的製品の普及がもたらす問題の分析など、幾多の興味深い発見を行った点も高く評価できる。
以上のことから、本論文は博士(経済学)論文として「合格」と判定する。
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